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　　ABSTRACT－The　aim　of　this　study　is　to　find　out　the　key－elernents　of　soundscape　and　to　make　clear

the　psychological　effects　of　environmental　sounds，　by　analysing　Japanese　vocabulary　concerBed　with

soundscape．　As　a　result，　we　found　out　Japanese　rich　vocabuiary　about　it，　4　key　factors－sound’s　nature，

spatial　factor，　temporal　factor　and　observer’s　psychological　factor一，　and　many　elements　of　soundscape．

1．緒 言

　小綺麗な街，視覚的に安心感をもたらす配色と配置

を施された構造物も，そこに常に存在する「音」につ

いては，ほとんど気を配られてはいない。最近の典型

的な例として，瀬戸大橋にみられるように本州と四国

を結ぶという利便性を持ち，視覚的に優れたデザイン

を施されて作られた構造物が，できあがってみると異

常なほどの騒音をまき散らす音源となってしまい，そ

こに住む人々の住環境を著しく悪化させてしまったこ

とがある。会話さえ聞き取り難くなり，聴覚能力を低

下させてしまう程に増大した現在の音環境は，まさに

「非人間的」である。

　窪た，鳥のさえずりを聞き，小川のせせらぎや虫の

声に耳を傾けるようなことは，もはやできなくなりつ

つある。しかし，鳥や虫が街の中から，完全にいなく

なったのではない。その声を聴くことのできない環境

と，そして，我々自身の音環境に対する関心の低さに

も問題があることを認識しなければならない。

　最近，日本国内では，各種の博覧会が開催され，横

浜博覧会や名古屋デザイン博覧会にみられるような環

境音への試みが行われている。そのように，環境音に

対する認識が少しずつではあるが高まってきている

が，環境音と人間との関わりについての研究はまだ十

分ではない。

　そこで本研究では，音の与える心理的効果を虜らか

にすることにより，音を軸とした空間設計への提案を

行うものとする。具体的には，以下の3点を目的とし
た。
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①音に関する語彙を収集し，分析することによって，

　日本人の音に対する認識を明らかにする。

②音の与える心理的な効果を語彙から探ることによっ

　て〈良い音〉とく悪い音〉を明らかにする。

③都市空間と音のイメージの認識実験及び文献調査よ

　り音と都市空間の関わりを解明する。

2．サウンドスケープ（音響景観）について

　2－1．サウンドスケープの概要

　　「サウンドスケープ（soundscape）」の定義として，

その概念の提唱者であり，音楽家でもあるカナダのマ

リー一・シェーファーを中心にして設立された「世界サ

ウンドスケープ・プロジェクト」によれば，「個人あ

るいは社会においてどのように知覚され理解されるか

に強調点の置かれた音環境のこと。従って，サウンド

スケープとは個人とそうした環境との関係によって規

定される。」としている。これまで音を対象とする研

究領域では，音を数量：的・計量的に扱うことが中心で

あったが，これに対しドサウンドスケープ」では，人

間とそれをとりまく諸音がどのような関係を形成して

いるか，特定の社会で生活する入々がどのような音を

聞き取り，それらをどのように意味づけ，価値づけて

いるのかを問題とする。従って「サウンドスケープ」

とは，音を扱う研究領域に人間を主体とした受容レベ

ルの切り目を導入するという意味と，音の操作を内容

とするこれまでの活動領域（「音楽の作曲」と「騒音制

御」）に対し，それを内包しつつより大きな枠組みを

提供するという二重の意味で，西洋近代人を自ら束縛

している「西洋近代の構造」を脱するために生みだし

た一つのパラダイムといえる。また，「騒音」の問題に

関しては，特定の音を初めから「騒音」として扱う従

来の方法に対して，ある地域のサウンドスケープの構

造を明らかにしていくことによって，どういう音が何

故どういつだ場合に騒音となり得るか，といった問題

を問い直すことのできる新たな思考の枠組みとして積

極的な意義を持っている。

　2－2．環境音に関する既存研究

　音環境に関する研究は，まだ数少ないが，我々がEII

常使いなれている言葉から，環境認識の仕組みを探る

研究が近年なされてきた。特に，小林7＞の研究は，〈和

歌・俳句〉に用いられてきた語彙や，〈景観の移ろ

い〉，〈雨の景観〉に関する語彙を収集し，それぞれに

ついて景観工学的な分析を行っている。しかし，そこ

では，環境音を景観要素の一部として指摘するにとど

まっている。

　環境音を空間デザインという観点から捉えているも

のには，杉本ら8＞の研究，用耀。）の研究があり，前者

は，現地調査と聴き取り調査によって得られたデータ

をもとに，音と空間の様態との関連性を分析し，後者

は，都市のデザインとイメージとの結びつきをテーマ

に，環境音のイメージから景観評価を行っている。し

かし，この2つの研究では，特定地域のみの検証が行

われているだけで，普遍性を持ったモデルづくりまで

には至っていない。

　音そのものについて，比較的環境を意識した研究

が，中山ら11｝の研究，久野ら：5｝の研究である。それら

は，数量化できる物理的データに基づいた分析を基本

としている。一方，安藤3｝の研究は，心理的側面を取

り上げている数少ない研究であるが，聴覚を中心とし

た論述にとどまっている。しかしながら，現状では，

心理的要素による騒音が問題化しており，その理論体

系化はまさに時代の要請といえる。

3．環境音の構成要素とモデル化

　対象を分析し，あるいは計画・設計する際に対象を

モデル化することがよく行われる。対象の持つさまざ

まな属性の中から，計画・設計に必要な情報を限定的

に取り出すことによって，意図している効果とその要

因の関係を明確にする上で非常に有効である。

　モデル化を行う上で重要となる環境音の構成要素と

しては，以下のように大きく3つに分けられる。

①人間について

　・音に対する認識

　・心理状態…平静，興奮，感情的（喜怒哀楽など）

　・活動状態…静止，運動（歩行，自動車など）

　・属性………性別，年齢別など

②音源

　・発生する音の程度…大小，高低など

　・位置…・……………・近～遠

　・種類……………・…・・自然音，人工音，人間の音など

　・数………・………・…親み合わせなど

③変動要因

　・季節………・………・春夏秋冬

　・天候…………………晴，雨，雷，雪，霰など

　・時刻………………一一・朝，夕方，夜など

　これらの要素と，音の一般的な性質と意識作用の関

わりを踏まえた上で，小林7）の提示した音響景観の概
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念に基づいて音響景観についての概念モデルを作成し

た。

．まず，音との関わりを空間的にみるとFig．　1のよう

に，聴点（聴く人），対象音（聴対象）という関係が成

り立つことが分かる。また，音源との位置関係によっ

て，「近音（身近で聞こえる音）j，「中音（身の回りか

らやや離れている音）」，「遠音（遥か彼方から聞こえ

てくる音）jとに分けられる。
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　次に，人と音との関わりを考えるとFig．2のように

なる。様々な音を耳にするとき，その時の人の状態や

属性といったことが大きく影響してくる。また，③の

変動要因による音の象徴化の最たるものが，表現とし

ての「言葉」「語句」である。従って，この表現された

ものを探ることによって，音の認識構造を明らかにで

きるものと考えられる。

4．語彙による分析

　4－1．分析手法

　人々がどのように音を捉えているかということを調

べるために，本研究では広辞苑及び擬音語・擬i態語辞

典より音に関する語彙を抽出した。広辞苑について

は，国語辞典の代表というべきものであり，その語彙

数は20万にも及び，日常生活のなかで使われる語彙か

ら専門的なものまで，そのほとんどを網羅し．ている。

従って，語彙分析の対象として非常に有効だといえる。

また，擬音語は外界の音を写した言葉であり，本研究

においては重要な位置を占めることから，特に擬音語

・擬態語辞典を研究資料として取り上げた。また，検

索などの分析を行うためにdBASEMPLUSを利用し
た。

〈広辞苑からの語彙の抽出＞

　CD－ROMを利用’した電子広辞苑をもとに，付属の

検索プログラムを使うことによって抽出し，これを

データベース化して，File名　音語彙．　DBF’のFiieを

作成した。

〈擬音語・擬i態語辞典からの語彙の抽斗〉

　手作業により，擬音語及び擬i声語に関するデータを

抽出し，File名　擬音語．　DBF’を作成した。

　なお，これらのデータを抽出するにあたって，

CD－ROM上での検索をより効率的に行うために，類

語新辞典，漢和辞典を補助的に使用した。

　作成した2つのdBASE　M　PLUSファイルの内容を

Table　lに，それぞれのFileのフィールドとその内容を

Table　2，　Table3に示す。表申の「分類」「分類内容：」

「心理」憾情」「感覚」のフli一ルドについては，次

のを2節において説明する。

Table　1　data　files　of　vocabulary　on　soundscape

ファイル名 内　　　　　　　容 データ数

音語彙DBF 広辞苑から抽出したデ汐 2382

擬音語．DBA
擬音語・擬態語辞典から

鰹oしたデータ 359
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Tab正e　2　sample　data　in　file音語彙．　DBF’

ファイル名 内　　　容 例

読み 見出し語 すみ一こえ

文字 表記形 清絶

意味 解説 澄んだ声

分類 設定した分類軸 アルファ

分類内容 細分類軸 ベットの

心理 心理作用分類 分類記号を使用

Table　3　sample　data　in　file擬音語DBF’

ファイル名 内　　　容 例

擬音語 見出し語 カーカー

意味 解説 烏がなく声

具体例 例文 鳥がカーカーなく

分類 設定した分類軸

分類内容 細分類軸 アルファ

感情 喜怒哀楽など ベットの

感覚 高低，大小など 分類記号を使用

心理 快：，不快など

　4－2、環境音の分類

　音についての分類方法は何通りも考えられる。例え

ば，音響工学的，音響心理学的，記号論・意味論的あ

るいは感情・情緒的特質による分類がある。本研究は

語彙の分析が主体であるから，①意味による分類と，

②漏出・感覚についての分類も行う。特に感惰・感覚

的な特質は，ランドスケープデザインの面で非常に重

要な要因となりうる。

1）意味による分類

　我々をとりまく環境の中に存在する音は，大きく，

「自然の音」，「人工の音」の2つに分けられる。「人工

の音」は，さらに，人工物が発する音として「機械の

音」，社会活動の中で発生する音として「社会音」，ま

た，人間の注意を引く音としてf指示音」の3つのカ

テゴリーに分けた。この分類方法によって，広辞苑か

ら抽出したデータを分類することができた。

　このようにしてできた分類項目がFig．3である。意

味の面からみると自然の音は7個の項目で分けられ，

人工の音は合計13個の項目に分けられる。

・景観的視点からの分類

　ところで音響景観としての分類を考えると，空間

デザインの面から，景観認識の把握に重要な要因とし

環境音

Fig．　3

自然の音

人工の音

semantic

sounds

水の音：水，雨，海

大気の音：風，雷

火の音：火山，灯

下の音：鶏，烏，鶯

動物の音：馬．犬，猫

虫の音：蝉，鈴虫

海洋生物の音：魚

社会音災害の音。嵐，火事
　　　　　行事の音：祭など

　　　　　仕事の音：入の活動

　　　　　音楽

　　　　　学術：音響学，音声学

　　　　　芸術：歌謡，歌舞伎

classification　of　eRvironmental

て，空間，時間の2つがあり，デザインの基本は人間

であることも加味しなければならない。そこでこれら

3つの「空問」塒問」「人間」を分類の軸として設定

した。

　次に，その3つの分類軸についての細分類項目を類

型として設け，それらの類型に当てはまる語彙データ

を抽出，分類した。その結果がTable4である。

　対象となったデータは1430個あり，この分類方法に

基づいて，dBASEMPLUS上に設けたFIELDの「分
類」のところには分類軸を，「分類内容：」のところには

類型の部分を入力し，検索できるような形をとった。

こうして得られたデータが「空間」については

678REC，「時問」については907REC，「人間」につい

ては1606RECであった（ただし，類型カテゴリー間に

データの重複あり）。

2）感情・感覚についての分類

　擬音語は文法上副詞に分類されているが，性質とし

ては，一種の形容詞とみられている。ただし，コケ

コッコーとか，ゴーン（寺の鐘の音）というようなも

のは，この形のままで連用語とはならないので，孤立

詞と呼ばれる。21
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Table　4　classification　of　cocabしllary　data　for　　　Table　5　psycological　categories　for　classification

　　　　soundscape　of　vocabulary　data

分類軸 類　　型 内　　　　　　容 データ

空　間 感　　覚 近，中，遠，広，狭 122

方　　位 東西南北，前後左右 107

自　　然 自然空間及び動植物 214

社　　会 広く社会的なもの 143

室　　内 広く室内的なもの 69

地　　名 具体的な地名 23

時　間 感　　覚 始まり，終わり，瞬間，連続 186

時　　刻 朝，昼，夕方，夜 114

季　　節 春夏秋冬 115

天　　候 雨，風，雪，雷など 358

信　　号 合図，前兆 104

時　　代 現代，近代，中世，古代など 17

時　　期 行事などの行われる時期 13

人　間 立　　　　　齋
T．　　P 声に関するもの 316

人体の音 入の動作に伴うもの 88

衣類の音 衣類や装身具など 9

活　　動 仕事，作業など 207

体　　験 体験・経験的なもの 18

属　　性 性別，年齢別など 69

感　　情 喜怒哀楽など 363

感　　覚 大小，高低など音の程度 223

状　　態 人間に関する音の様態 305

イメージ イメージとしての音 8

合　計 3，191

　形容詞は評価の基準となり，孤立詞は音そのものを

指すことが多いことなどを考え合わせると，擬音語を

探ることによって，環境音の認識のされ方を把握でき

ることが分かる。そこで，ここでは音響景観評価の手

がかりとして，擬音語・擬態語辞典からのデータを主

体的に利用することとした。分類の軸としては，大き

く「感i情」によるものと「感覚」によるものをとり，

これとは別に心理的評価として〈快〉〈不快〉に分けて

いくものとした。

　また，意味による分類と同様に，分類軸に沿った細

分類項目を設定した。こうして設定した分類が
Table　5である。

分類軸 内　　　　　　　　　容

感　情 喜，怒，哀，楽，恐，寂，静，騒，驚，

黶C長閑，せわしい

感　覚 寒，暖，暑（熱），涼，重，軽，柔，硬，

蛛C小，高，低，長，短

心　理 快，不快

この分類方法に基づいて，dBASE田PLUS一上のF肥一

LDに「感情」・「感覚」を入力し，検索できる形とし

た。また，擬音語DBFのデータのすべてにこの項目

をあてはめた。また，心理的な評価に関しては，音語

彙．DBFの中にも入力している。

　4－3．環境音の認識構造と心理効果

1）音と空間との関わり

【意味的分類による語彙の類型化と出現頻度から】

　音の意味的分類の結果，自然音651データに対し，

人工音683データとほぼ同数であるが，特定の音源と

して考えると，例えば自然音については，Fig．3のよ

うに一つの種類の音源に対して，複数の音の種類があ

ることが分かる。特に水の音，海の音は30種類以上の

音が認識されており，それだけ関心の高いことがわ

かった。また，鶏や鶯に代表される鳥の声は，時刻の

移り変わりや，季節の移り変わりを知る上で重要な要

素となっており，虫の音における蝉なども季節の移り

変わりの指標となっていることが分かった。これは，

音響景観の3要素の一つである「時間」の中で大きな

ウェイトを占めており，音によって景観の移ろいを認

識していることの現れであると言える。また，自然空

間において，そこに生きている生物の音や，天候に関

する音に対して非常に細やかな表現を持っていること

が萌らかになった。

　人工音については，一つの音源について複数の音を

表現していることは少ないが，信号音などに用いられ

ている鐘，太鼓，笛，鈴などが比較的多いのが特徴で

ある。従って，信号音として，空間の中に発生する場

合が多く，そのほかのものは，場所を特定し得るもの

ではない。

2）音と人との関わり

【感情・感覚による分類より】

　Table5において，感情に関わる要素として11個，感
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覚に関わるものとして20個の要素を下げたが，音語

彙DBF上では，感情については延べ927個，感覚につ

いては延べ1663個ものデータが得られた。このことか

ら，人間は擬音語によって，周囲に存在する音の様態

を多様に表現していることが明らかとなった。更に認

識主体に与える感清と心理的感覚について，擬音語の

中で相関的な関係を持って表現されており，この相関

関係を明らかにすれば，人がどのように音を認識して

いるかを明らかにすることができるものと考えられる。

　そこで，感情を横軸に，縦軸に感覚を取って，クロ

ス集計を行った結果がTable6である。この表をもと

に，どのような感覚で捉えられた音が，どのような感

清を与えているのかを調べてみた。

　その結果，おおむね以下の4つの傾向がみられた。

　　①軽く，小さく，高い音……喜，楽，長閑

　　②低く，濁った，重い音……恐，苦，騒

　　③軽く，小さい音……………静，淋

　　④濁った，低い音……………怒，せわしい

Table　6　relationship　between　sound　characeeristics

　　　　and　psycological　effects

　醸憎

�E

楽一一一一冒

P00

長閑一一辱曽P

@82

喜一騨胃一一

@65

静一一一一一

@42

淋‘幽一曹醐

@46

哀謄眠鴨憎轍

@20

騒幣闇階一嘗

Q22

現謡糠’＿

P34

怒髄糟開牌幣

ﾄ07

驚謄階隠齢簡

@58

苦胃P一一一

@5！

せわ
?ィ父．

@55
軽l166 72 59 39 27 30 8 92 24 34 13 15 14

小i148 56 40 29 23 24 11 75 戯 26 互7 22 16

轟；102 33 32 23 韮2 茎2 3 81 23 33 10 5 15

砥1三98 29 22 22 三2 17 10 142 94 60 29 48 29
　…

蛯撃P65 i6 9 17 4 韮3 5 135 84 62 26 25 32

璽；137 6 26 ll 3 9 6 UO 73 43 30 24 26

大i115 11 9 12 4 4 6 五㈱ 56 56 22 8 22

太；　79 13 韮3 13 4 9 3 65 32 35 圭ま 7 18

硬1　77 14 15 13 9 玉2 韮 59 玉7 8 芝6 8 12

鎖i60 19 韮2 14 8 7 2 42 茎9 25
韮
韮 5 7

鋪1　58 4 5 2 韮 2 0 48 33 韮9 圭7 H 9

粟1　57 23 22 16 8 2 2 ＄5 6 9 2 6 9

継i50 34 22 14 韮3 肇0 6 18 7 8 王 3 3

短1　繧？ ？ 3 5 2 4 3 26 26 韮9 茎9 5 o

畏1　2礒 5 8 4 5 5 2 ig 8 3
〔
｝ 4 2

副24 13 至3 6 裏0 6 玉 12 2 2 2 1 1

対象地域のビデオ映像を星示し，被験者がその映像か

ら想起する音を探った。

　Table7にその実験に用いた設問を示す。

　①については15分間，②については8つの映像を30

秒ずつ呈示し，それぞれ30秒の間に自由に回答させた。

2）現況音についての認識

　①の問については，総数290種，676個のデータが得

られた。これらのデータをまず意味によって分類を行

い，大別として〈入間の音〉〈自然の音〉〈機械の音〉

〈音と社会〉〈指示装置〉〈静寂と沈黙〉の6個に分

け，それぞれについて個別の分類を行った結果，

Table　7　questionaire　of　cognitive　sounds

①身の周りにどのような音があるのかを考えてもらい

　たいと思います。H常生活の中で耳にする音をなん

　でもいいですからできるだけ多く書いて下さい。形

　式としては，

（例）

擬音語

ポリポリ

意味

たくあんをかじる音

場所

家の中

時間

食：事：時

　といった形で書いて下さい。（ただし，場所とか時

聞とか特定できなければ書かなくて結構です。）

②ビデオの映像を見て，思い浮かぶ音をできるだけ具

　体的に書いて下さい。その際できるだけ多く書いて

　下さい。（例．きゃ一きゃ一騒ぐ子供の声）

Table8のようにまとめることができた。想起率，およ

び出現率については，以下のような式に基づいて算定

したものである。

　　　　　分類別のデータ数
想起率＝
　　　　　　　回答者数

　4－4．認識実験による検証

　現代の若者が持っている音に関するイメージを探る

ため，学生44人を無作為に抽出し，認識実験を実施し

た。

1）方法

　この実験においては，まず，現況音に対する認識を

把握するために，被験者の認知している音の種類を探

ることにした。また，それらの音を聴く場所と時間に

ついても調査した。

　次に，特定地域のサウンドイメージを探るために，

　　　　　分類別のデータ数
出現率a　　　　　　　　　　　　　　×　！00（SO）6）
　　　　　　全体の想起数

　学生の持っている音に対する意識と，広辞苑から得

られた結果を比べると，まず「機械の音」のデータ数

の違いがあげられる。想起率で3．64個，出現率として

も23．7％とその多さが分かる。内訳としては，多い順

に，車の音，（データ数：45），電車の音（27），バイク

の音（23）があげられており，これは生活の中で耳に

することが多いことと，通学の足として利用されてい

ることや，車，バイクへの関心の高さが大きな原因と
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Tabie　8　student’s　cognition

　　　　sounds

of　envirnmental

大別 個別 データ数 想起率 出現率

人間の音

C騨騨，需軒騨軒｝畠・幽幽曽・・凹曹一曹

v

音声
l体の音一一一・，鼻曾甲．一噂騨・幽嘔曹一曹顧．，騨刷

　　23
@　53騨層胃”層旧r需P¶曝曹曹曹

@　76

　0．52
@L20嘗聖塵一巳暫曹巳

@L73

　3．4％
@7．8箔“胴P¶騨軒軒嶋亭甲餉曽畠・幽

@11．2箔

自然の音

｡，胴P繭噸暫穿塵一幽9暫・曹“胴胴需騨，

v

水の音

蜍Cの音

蜥nの音

ﾎの音

ｮ物の音
謔ﾌ音r印鵯畠畠曹・・．．嘔一．．需，騨，”騨騨旧

　　45

@　19

@　2
@　5
@　49
@　7卿魑幽曹曹曹曽匿曹曹

@127

　1．02

@0．43

@0．05

@0．11

@1．11
@0．16，謄胴胴胴層刷胴胃，曹噸

@2．89

　6．7器

@2．8鬼

@0．3驚

@0．7箔

@7．2鑑
@1，0％臨曹魯魅曹曹曹匿圏9一闇層層

@18．8驚

機械の音

@胃騨雫噛醒富‘幽曽幽曹9・層9鴨

v

機械音

A送機械

岺?機械

嚼ﾝと取り
@壊しの音騨r7幽曹曽曹曹曽曽ロ雪，齢””胃”騨”P，

　　80

@　76

@　1
@　3
E曹曹魅魅暫曹巳9曹巳

@　160

　1．82

@1．79

@0．02

@0．07

b騨騨7艸鼻曽曽曽曹曹曹巳9

@3．64

11．8％

P1．2％

O．1％

O．4％

h”騨”顧P“畠暫嘗

Q3．7％

音と社会

C，，騨騨顧幽胃幽幽・曽昌一．，

v

家庭の音

竓yの音

w校の音

ｹ楽
ｬの音
咜卵]顧一一一■曹，w願｝騨騨鵯甲甲幽・昌

　　89

@　50
@　18
@　16
@　186
@　16，需騨PP騨騨“”甲帥幽・一

@375

　2．02

@1．14

@0．41

@0．36

@4．23
@0．36曹●一鳳帽盟盟騨骨騨騨”・韓

@8．52

　13．2％

@7．4晃

@2．7器

@2．4晃

Q7．5器

@2．4晃●●讐一●曹一鳳9，騨，，，

T5。5鑑

指示装置

sｽ，齢旧”””甲噌魅曹・曹，9巳隠騨胴

v

ベルと

@　ゴング

zーンと笛

條ﾔの音

d話の音
x告音魅一曹嘗鳳昌，曹冒雪闇，鞘，卿顧甲曽・・一曹

　　32

@　30
@　27
@　16
@　29騨騨P需騨刷，騨P幽，曽幽

@　107

　0．73

@0．68

@0．61

@0．36
@0．05曹■一盟雪騨P騨層騨¶”顧甲

@2．43

　4．7％

@4．4器

@4．0鬼

@2．4器
@0．3器馴嘗曹巳一，曹盟冒｝・・脚甲

15．8箔

静寂と沈黙 静寂 2 0．05 0．3器

その他 5 0．12 0．8鬼

考えられる。自然音については，雨の音（18），波の音

（14）のいった回答が多かった。また，「音と社会」に

おいては，町の音が最も多く家の中の音も多く挙げら

れている。この傾向から学生の生活が「家」を中心と

していることがうかがえる。このことから，学生の認

識の中ではあまり遠方の音は捉えられておらず，聴点

からあまり離れていない〈近音〉，〈中音〉のレベルに

とどまっていることがわかる。現在の音環境が，〈遠

音〉を聞き取りにくき状況にあることの現れであると

考えられる。時間に関しては『目覚まし時計の音』『鳥

の鳴き声』は朝，『麻雀』『暴走族』の音は夜といった

具合に，時間とかなり密接な関係を持つ音もあった

が，大部分は特定できるものではなかった。

Table　9　places　us．ed　soundscape　recognition　test

番号 施設名称 具体的名称

1 公園 神峰公園・

2 駅前 JH常陸多賀駅前

3 海岸 河原子海岸

4 工場 日立製作所多賀工場

5 港 久慈漁港

6 交差点 国道6号線（大甕今入り日）噛

7 住宅地 青葉台団地

8 繁華街 銀座通り

3）日立市内の地区の音イメージ

　今回の実験において使用した映像は，日立市におい

て，土地利用と都市施設の面から，代表的な地区を

ピックアップし，Table　9に示す地点を実験に用いる

対象地域とした。

　この実験では，現代の若者が，場所に対して持って

いる〈音のイメージ〉がどのようなものであるのか，

果たして場所と音とは結びつきがあるのか，または場

所によって結びつきの強い所と弱い所があるのではな

いかということを解明することが目的である。

　その結果，「海岸」や「交差点」では，回答者のほぼ

半数近くが共通の音を答えており，場所と音との結び

つき（音源の位置）がおおむね一致していることが示

唆された。

　自然音が挙げられた場所については，「海岸」が多

く，「公園」や「住宅地」においてもその多さが目立っ

ている。逆に人工音のイメージされる場所の代表とし

て，「駅前」，「交差点」，「繁華街」があることがわかっ

た。また，人工音の最も代表的な例としてかかげた

「工場」の中で，風の音や鳥の声を挙げた回答者が若

干ではあるが存在したことは，日立市の「工場」の自

然的特質を表わすものとして注目される。
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Fig．4　cognitive　sounds　of　seashore

3．41，！．　2．27A．，

5ユ．14k

翻波の音

魍鳳の誉

圏八の話声

幽車の音

ロ砂浜を歩く音

盤鳥の声

調カモメの声

田砂の音

ているのである。

　また，研究を進めていく中で，現在の環境音の抱え

る問題は，環境」の捉え方に問題があるのではない

かと思われた。機械的に人間を軸に考えるばかりでは

なく，虫や鳥が人間と違った捉え方をしているよう

に，様々な捉え方があることを理解していなければ，

騒音問題などの諸問題を解決していくことはできない。

我々はもっと広い視野を持って環境を意識し，その中

にある様々な要素を認識しなければならない。音の問

題を解決するためにも，日本人の持つ伝統的な感性を

養っていく上でも，空間の中にある微かな四達の存在

に，今こそ気づくべきなのである。

5．結　　論

　本研究より導き出された結論は，目的に対応させる

と以下の3点のようになった。

　①日本人の持つ音響景観についての認識

　　・語彙の中で，音源の種類を多様に表現し，その

　　　認識の度合いも表現している。

　　・擬音語によって，感清・感覚といった心理的要

　　　因を表現している。

　②音の持つ心理的効果

　　・〈良い音〉とは，おおむね軽くて，小さな音で

　　　あり，〈悪い音〉とはおおむね低くて，濁った音

　　　である。また，認識の一致をみなければ，いく

　　　らく良い音〉であっても，いつく悪い音〉に変

　　　化するかもしれない可能性のあることが弱らか

　　　となった。

　③音と空間との関わり

　　・語彙の面からみても，空間と結びつくf音」が

　　　ある。

　　・イメージとしては特定の空間における基調音を

　　　認識していることが明らかとなった。

　　・空間デザインを行う際，音の演出について考え

　　　ていくことも重要であり，さらに，音と空間と

　　　のマッチングといった問題も考えていかなけれ

　　　ばならない。

　本研究によって，空間と音との関わりについて，基

礎的な知見が得られ，日本人が環境の中で「音」を認

知しそれを多彩な語彙によって表現していることが弱

らかとなった。またこれは，日本人の持つ繊細な感受

性からきているとも思われる。そして，このことか

ら，音環境の持つ重要性が証明できたものと考えられ

る。人間が環境を認識する際に「音」は，主要な要素

であり，語彙（擬音語）によって，その様態を表現し
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